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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第102期
第３四半期
連結累計期間

第103期
第３四半期
連結累計期間

第102期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 （千円） 16,393,423 18,477,638 22,197,269

経常利益 （千円） 92,633 163,478 20,262

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 463,298 84,552 416,923

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 542,524 △167,767 433,816

純資産額 （千円） 15,240,047 14,897,376 15,131,312

総資産額 （千円） 22,481,657 21,404,053 22,471,029

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 120.87 22.05 108.77

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 67.79 69.60 67.34

 

回次
第102期
第３四半期
連結会計期間

第103期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年10月１日
至　平成30年12月31日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △4.93 △4.93

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため、記載していない。

４．１株当たり四半期（当期）純利益又は１株当たり四半期純損失（△）の算定上の基礎となる普通株式の期中

平均株式については、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式を控除対象の自己株式に含めて算出してい

る。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はない。

　また、関係会社についても異動はない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はない。

　なお、重要事象等は存在していない。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善などを背景に、景気は緩や

かな回復基調で推移しているものの、米中貿易摩擦の激化に伴う世界経済への影響懸念もあり、先行き不透明な状

況で推移した。

　当社グループの関連業界においては、国内の鋼材需要は堅調に推移しているものの、コスト面において、主原料

である鉄スクラップ価格の高止まりや、諸資材価格の高騰など、大幅なコスト上昇となり、厳しい環境が続いてい

る。

　このような環境のもと、製品販売価格の改善に努めた結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は、

18,477百万円（前年同四半期比12.7％増）、経常利益は、163百万円（前年同四半期比76.5％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は、前第３四半期連結累計期間に特別利益として計上した受取損害賠償金が無くなったこと

から、84百万円（前年同四半期比81.7％減）となった。

 

(2）財政状態の分析

①　資産

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,066百万円減少して、21,404百

万円となった。

　これは主に、電子記録債権が増加（前連結会計年度末比826百万円の増加）したものの、現金及び預金の減少

（前連結会計年度末比1,770百万円の減少）により、流動資産が前連結会計年度末に比べ1,073百万円減少して、

12,897百万円になったことによるものである。

②　負債

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ833百万円減少して、6,506百万円

となった。

　これは主に、支払手形及び買掛金の減少（前連結会計年度末比735百万円の減少）により、流動負債が前連結

会計年度末に比べ797百万円減少して、5,777百万円になったことによるものである。

③　純資産

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ233百万円減少して、14,897百

万円となった。

　これは主に、その他有価証券評価差額金の減少（前連結会計年度末比252百万円の減少）によるものである。

　また、自己資本比率については、前連結会計年度末の67.34％から2.26ポイント増加して、当第３四半期連結

会計期間末には69.60％となった。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はない。

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の試験研究費の総額は、4百万円である。

　なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項なし。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,190,000

計 11,190,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成31年２月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可

金融商品取引業協会名
内容

普通株式 3,994,000 3,994,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100株

である。

計 3,994,000 3,994,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項なし。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項なし。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項なし。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 3,994,000 － 1,969,269 － 1,399,606

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。

 

EDINET提出書類

北越メタル株式会社(E01260)

四半期報告書

 4/15



（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてい

る。

 

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　 124,800
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　 3,859,200 38,592 －

単元未満株式 普通株式　　　　　10,000 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 3,994,000 － －

総株主の議決権 － 38,592 －

（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式61株が含まれている。

２．「完全議決権株式（その他）」には、株式給付信託（BBT）の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株

式会社（信託Ｅ口）が保有する株式33,500株（議決権の数335個）が含まれている。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

北越メタル株式会社

新潟県長岡市蔵王

三丁目３番１号
124,800 － 124,800 3.1

計 － 124,800 － 124,800 3.1

（注）株式給付信託（BBT）の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する株式33,500

株については、上記自己株式等には含まれていないが、四半期連結財務諸表においては自己株式として表示してい

る。

 

２【役員の状況】

　該当事項なし。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成している。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、高志監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,915,953 3,145,224

受取手形及び売掛金 ※１ 3,473,933 ※１ 3,215,572

電子記録債権 ※１ 2,087,425 ※１ 2,913,455

商品及び製品 1,777,383 1,735,032

仕掛品 52,713 58,288

原材料及び貯蔵品 1,635,502 1,733,836

未収還付法人税等 5,238 37,147

その他 29,881 67,033

貸倒引当金 △7,735 △8,492

流動資産合計 13,970,295 12,897,096

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 8,506,870 8,587,362

減価償却累計額 △6,127,210 △6,272,250

建物及び構築物（純額） 2,379,659 2,315,112

機械装置及び運搬具 20,054,240 20,243,455

減価償却累計額 △17,578,299 △17,785,211

機械装置及び運搬具（純額） 2,475,941 2,458,243

工具、器具及び備品 2,079,746 2,096,183

減価償却累計額 △1,739,153 △1,750,190

工具、器具及び備品（純額） 340,593 345,992

土地 1,699,071 1,689,757

リース資産 24,727 14,113

減価償却累計額 △20,138 △10,895

リース資産（純額） 4,588 3,217

建設仮勘定 40,823 364,741

有形固定資産合計 6,940,677 7,177,064

無形固定資産   

ソフトウエア 31,115 25,467

その他 4,512 4,396

無形固定資産合計 35,627 29,864

投資その他の資産   

投資有価証券 1,312,451 1,050,230

繰延税金資産 157,278 207,487

その他 69,377 43,840

貸倒引当金 △14,679 △1,530

投資その他の資産合計 1,524,428 1,300,028

固定資産合計 8,500,733 8,506,957

資産合計 22,471,029 21,404,053
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※１ 5,412,536 ※１ 4,676,999

電子記録債務 ※１ 64,821 ※１ 131,746

短期借入金 160,044 104,469

未払法人税等 174,359 5,758

賞与引当金 － 58,523

環境対策引当金 3,900 －

その他 ※１ 759,706 ※１ 800,230

流動負債合計 6,575,366 5,777,727

固定負債   

長期借入金 64,458 －

執行役員退職慰労引当金 12,917 21,030

役員株式給付引当金 9,039 6,737

環境対策引当金 3,811 3,811

退職給付に係る負債 664,099 688,198

資産除去債務 6,841 6,367

その他 3,184 2,805

固定負債合計 764,350 728,949

負債合計 7,339,717 6,506,677

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,969,269 1,969,269

資本剰余金 1,418,574 1,418,574

利益剰余金 11,421,436 11,436,342

自己株式 △159,669 △156,190

株主資本合計 14,649,611 14,667,996

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 481,700 229,380

その他の包括利益累計額合計 481,700 229,380

純資産合計 15,131,312 14,897,376

負債純資産合計 22,471,029 21,404,053
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 16,393,423 18,477,638

売上原価 14,310,325 16,311,384

売上総利益 2,083,098 2,166,254

販売費及び一般管理費 2,032,577 2,056,491

営業利益 50,520 109,763

営業外収益   

受取利息 3 2

受取配当金 31,113 31,708

貸倒引当金戻入額 － 13,149

その他 19,395 17,791

営業外収益合計 50,512 62,651

営業外費用   

支払利息 2,861 1,138

手形売却損 497 －

設備賃貸費用 3,772 3,450

支払補償費 71 3,191

その他 1,196 1,155

営業外費用合計 8,399 8,936

経常利益 92,633 163,478

特別利益   

固定資産売却益 1,561 1,854

関係会社株式売却益 17 －

受取保険金 3,993 4,012

保険解約返戻金 － 118

受取損害賠償金 623,098 －

特別利益合計 628,671 5,986

特別損失   

減損損失 12,294 9,314

固定資産除却損 7,326 15,839

ゴルフ会員権評価損 520 －

特別損失合計 20,140 25,153

税金等調整前四半期純利益 701,164 144,311

法人税等 237,865 59,758

四半期純利益 463,298 84,552

親会社株主に帰属する四半期純利益 463,298 84,552
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 463,298 84,552

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 79,225 △252,319

その他の包括利益合計 79,225 △252,319

四半期包括利益 542,524 △167,767

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 542,524 △167,767

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項なし。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項なし。

 

（会計方針の変更等）

　該当事項なし。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項なし。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示している。

 

（賞与引当金）

前連結会計年度においては、従業員賞与の確定額158,881千円を未払費用（流動負債「その他」）に計上していた

が、当第３四半期連結累計期間は支給額が確定していないため、賞与支給見込額のうち当第３四半期連結累計期間

負担額を賞与引当金として計上している。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理して

いる。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形等を満期日に決済が行われたものとして処理している。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形 453,021千円 582,115千円

電子記録債権 109,527 〃 141,941 〃

支払手形 350,249 〃 295,400 〃

電子記録債務 2,642 〃 22,281 〃

設備購入支払手形（流動負債「その他」） 229,154 〃 35,788 〃

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 557,816千円 546,533千円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月18日

取締役会
普通株式 77,390 20.00 平成29年３月31日 平成29年６月２日 利益剰余金

平成29年11月２日

取締役会
普通株式 77,387 20.00 平成29年９月30日 平成29年12月５日 利益剰余金

（注）１．平成29年５月18日取締役会決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度の信託財産として株

式給付信託が保有する当社株式に対する配当金728千円を含んでいる。

２．平成29年11月２日取締役会決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度の信託財産として株

式給付信託が保有する当社株式に対する配当金724千円を含んでいる。

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項なし。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項なし。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月17日

取締役会
普通株式 50,300 13.00 平成30年３月31日 平成30年６月４日 利益剰余金

平成30年11月２日

取締役会
普通株式 19,345 5.00 平成30年９月30日 平成30年12月４日 利益剰余金

（注）１．平成30年５月17日取締役会決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度の信託財産として株

式給付信託が保有する当社株式に対する配当金470千円を含んでいる。

２．平成30年11月２日取締役会決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度の信託財産として株

式給付信託が保有する当社株式に対する配当金167千円を含んでいる。

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項なし。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項なし。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　当社グループは、「鉄鋼事業」の単一セグメントであるため、記載を省略している。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

　当社グループは、「鉄鋼事業」の単一セグメントであるため、記載を省略している。

 

（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略している。

 

（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略している。

 

（デリバティブ取引関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略している。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益 120円87銭 22円05銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 463,298 84,552

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
463,298 84,552

普通株式の期中平均株式数（株） 3,833,162 3,834,615

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載していない。

２．普通株式の期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式

を含めている。なお、１株当たり四半期純利益の算定上控除した、株式給付信託（BBT）が保有する当社株

式の期中平均自己株式数は、前第３四半期連結累計期間においては36,260株、当第３四半期連結累計期間に

おいては34,580株である。

 

（重要な後発事象）

　該当事項なし。

 

２【その他】

　第103期（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）中間配当について、平成30年11月２日開催の取締役会に

おいて、平成30年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議した。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　 　　　　19,345千円

②　１株当たりの金額　　　 　　　　　　　　　　　　 5円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　 平成30年12月４日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月４日

北越メタル株式会社

取締役会　御中

 

高志監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 阿　　部　　和　　人 　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 片　　岡　　俊　　員 　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北越メタル株

式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日か

ら平成30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北越メタル株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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